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事業の内容

条件（対象者、対象⾏為、補助率等）
国 ⺠間企業等

補助(2/3）

事業イメージ
事業⽬的・概要
第4次産業⾰命の時代を迎え、ルール形成を通じた市場開拓・拡⼤や
イノベーションの成果を社会実装するために、標準化の戦略的な推進が
極めて重要になっています。

 このため本事業では、モノやサービスをつなぐための異業種間連携等が必
要な分野や、先端技術に関するルールの整備に必要となる分野等につ
いて、アジア諸国等との共同研究や関連技術情報・実証データの収集、
国際標準原案の開発・提案などの事業を実施します。国際標準化に
必要な場合は、⽇本産業規格（JIS）の開発を併せて実施します。

 また、国際標準を活⽤して市場優位性を確保できる体制の構築を⽬指
して、国際標準化戦略に係る調査研究、国際標準化機関における政
策・マネジメントへの適切な関与や海外標準化機関との標準化協⼒、
標準化の戦略的活⽤に係る啓発・情報提供、次世代標準化⼈材
（国際標準化機関の国際幹事・議⻑候補等）の育成等を⾏います。

成果⽬標
平成24年度から令和4年度までの11年間の事業であり、本事業を通
じて国際標準を国際標準化機関に提案し、(3年程度を要する国際標
準化機関での審議を経て)令和7年度までに累計800件の国際標準の
発⾏を⽬指します。(平成30年度までに448件を発⾏済)

国際標準開発（テーマ例）

我が国の国際標準化戦略を強化するための体制構築

⼈⼯知能（AI）の普及に向けた環境整備に関する国際標準化

AI普及の環境整備のた
め、発注側と開発側で共
通の認識を持つべき事項
に関する標準を開発する
とともに、従来のソフトウェ
アとは異なり、学習により
出⼒が変わるAIの特性を
踏まえた品質評価の考え
⽅についても標準化を進
める。
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評価の考え方のガイドラインを標準化

学習により変化。
同じ尺度では
評価できない？

 国際標準化戦略に係る調査研究
•海外の規制やフォーラムを含む標準化動向等についての情報収集・分析 等

 国際標準化機関等対策活動
•国際標準化機関における政策・マネジメントに係る議論や他国提案への対応、
海外標準化機関との標準化協⼒、⽇本での国際会議開催 等

 標準化の戦略的活⽤に係る啓発・情報提供
•企業・消費者等向けセミナー・個別相談、功績者表彰等の実施
•各地域の標準化パートナー機関等が連携して中堅・中⼩企業等を⽀援するた
めの体制構築 等

 次世代標準化⼈材育成
•国際幹事・議⻑候補等の国際会議等への派遣（OJTによる国際標準化業
務の修得・他国専⾨家との⼈脈形成等） 等

 JIS法・計量法の適正な執⾏
•法改正、制度⾒直しに係る周知・相談応対、指針・基準に係る調査研究 等

⺠間団体等委託

国 ⺠間企業等


